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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 71,836 △9.3 △407 ― △353 ― △402 ―
22年3月期第3四半期 79,174 △20.8 1,304 △45.8 1,345 △31.7 476 15.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △9.00 ―
22年3月期第3四半期 10.66 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 86,011 40,478 47.0 904.29
22年3月期 98,873 41,844 42.2 934.29

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  40,407百万円 22年3月期  41,764百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
23年3月期 ― 8.00 ―
23年3月期 

（予想）
8.00 16.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
（参考） 予想受注工事高 「通期」 116,000百万円 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 109,000 △6.3 1,000 △67.0 1,000 △67.8 300 △67.0 6.71



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビューを実施しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、
添付資料の３ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （3）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 45,963,803株 22年3月期  45,963,803株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  1,279,121株 22年3月期  1,262,178株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 44,696,177株 22年3月期3Q  44,707,939株



  

  

（参考）個別業績予想  

平成23年３月期の個別業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

通期 108,000  △6.4 1,000 △66.6 1,000 △67.5  300  △68.6 .6 71

（注）個別業績予想数値の当四半期における修正の有無  有 

（参考）予想受注工事高「通期」 百万円  115,000
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国需要により輸出、生産の持ち直しを受け緩やかな回

復が続きましたが、先行きの不透明感から失業率は依然として高水準にあり、急激な円高や経済刺激策の終了に

伴い、景気は足踏み状態となりました。 

 建設業界におきましても、民間設備投資に緩やかな増加がみられたものの、設備過剰感は残存し、かつ公共投

資も低調に推移する等、受注環境は厳しいものとなりました。 

 このような状況のもと、中期経営計画「原点に戻り活力あるダイダンを実現する」に基づき、受注と利益の確

保に取り組んでまいりました結果、当第３四半期連結累計期間における業績は次のとおりとなりました。 

 受注工事高は、厳しい受注環境を受け、前年同四半期連結累計期間比 百万円減の 百万円となりまし

た。 

 完成工事高は、受注工事高の減少等により、前年同四半期連結累計期間比 百万円減の 百万円となり

ました。 

 完成工事総利益は、完成工事高の減少等により、前年同四半期連結累計期間比 百万円減の 百万円と

なりました。 

 営業損益は、前年同四半期連結累計期間において情報システムの更新により販売費及び一般管理費が増加して

いたこと等もあり、販売費及び一般管理費が前年同四半期連結累計期間比 百万円減の 百万円となりまし

たが、完成工事総利益の減少により、 百万円の営業損失となりました。（前年同四半期連結累計期間は

百万円の営業利益） 

 経常損益は、営業外収益として受取保険料 百万円等を計上しましたが、営業外費用として為替差損 百万

円等を計上したこと及び営業損失を受け、 百万円の経常損失となりました。（前年同四半期連結累計期間は

百万円の経常利益） 

 四半期純損益は、特別利益として投資有価証券売却益 百万円及び貸倒引当金戻入額 百万円を計上しました

が、特別損失として投資有価証券評価損 百万円の発生もあり、法人税、住民税及び事業税、法人税等調整額及

び少数株主損失を控除した結果、 百万円の四半期純損失となりました。（前年同四半期連結累計期間は 百

万円の四半期純利益） 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少い

たしました。 

 流動資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いたしました。主な要因は、現

金及び預金の減少（ 百万円）及び受取手形・完成工事未収入金の減少（ 百万円）等によるものです。 

 固定資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円増加いたしました。主な要因は、無形固定

資産の増加（ 百万円）、繰延税金資産の増加（ 百万円）及び前払年金費用の増加（ 百万円）等が、有形固

定資産の減少（ 百万円）及び投資有価証券の減少（ 百万円）等を上回ったことによるものです。 

 当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、45,533百万円となり、前連結会計年度末に比べ11,495百万円減少

いたしました。 

 流動負債は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いたしました。主な要因は、未

成工事受入金の増加（ 百万円）等を、支払手形・工事未払金の減少（ 百万円）、短金借入金の減少（

百万円）及び未払法人税等の減少（ 百万円）等が上回ったことによるものです。 

 固定負債は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円増加いたしました。主な要因は、長期借

入金の増加（ 百万円）及び長期未払金の増加（ 百万円）が、退職給付引当金の減少（ 百万円）及び役員

退職慰労引当金の減少（ 百万円）を上回ったことによるものです。 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少いた

しました。主な要因は、剰余金の配当（ 百万円）及び四半期純損失の計上（ 百万円）並びに、その他有価

証券評価差額金の減少（ 百万円）等によるものです。 

 以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ ポイント上昇し %となりました。 

   

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

8,804 77,373

7,338 71,836

2,116 6,707

405 7,114

407 1,304

151 122

353

1,345

48 178

102

402 476

86,011 12,862

66,314 12,863

7,813 5,845

19,696 1

11 14 430

51 183

41,272 11,736

892 9,950 445

799

4,260 240

363 588 100

610

40,478 1,366

715 402

226

4.8 47.0
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キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッ

シュ・フロー、投資活動によるキャッシュ・フロー及び財務活動によるキャッシュ・フローの減少により、前連

結会計年度末に比べ 百万円減少し、 百万円となりました。 

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、減少した資金は、 百万円（前年同四半期連結累計期間は 百万円の資金の減少）と

なりました。主な要因は、仕入債務の減少等の資金の減少要因が売上債権の減少等の資金の増加要因を上回った

ことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、支出した資金は 百万円（前年同四半期連結累計期間は 百万円の資金の支出）となりま

した。主な要因は、有形固定資産の取得による支出及び投資有価証券の取得による支出が、投資有価証券の売却

及び償還による収入を上回ったことによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、減少した資金は 百万円（前年同四半期連結累計期間は 百万円の資金の減少）となり

ました。主な要因は、配当金の支払額等によるものです。 

   

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の業績予想の修正及びその内容につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご覧下さい。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に、経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測及びタック

ス・プランニングを利用しております。 

  

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。  

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 会計処理基準に関する事項の変更 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これによる影響はありません。 

   

  

7,813 22,122

6,618 2,054

333 597

804 2,535

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,149 29,963

受取手形・完成工事未収入金 39,852 45,697

有価証券 100 100

未成工事支出金 814 464

材料貯蔵品 0 0

繰延税金資産 1,377 1,339

その他 2,092 1,686

貸倒引当金 △73 △75

流動資産合計 66,314 79,177

固定資産   

有形固定資産 3,414 3,465

無形固定資産 765 754

投資その他の資産   

投資有価証券 7,395 7,578

繰延税金資産 1,351 1,337

前払年金費用 5,194 4,763

その他 2,985 3,382

貸倒引当金 △1,409 △1,585

投資その他の資産合計 15,516 15,475

固定資産合計 19,696 19,695

資産合計 86,011 98,873
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 26,692 36,643

短期借入金 6,486 6,932

未払法人税等 － 799

未成工事受入金 2,802 1,910

賞与引当金 420 －

役員賞与引当金 26 －

完成工事補償引当金 103 42

工事損失引当金 726 825

海外投資損失引当金 － 11

その他 4,014 5,844

流動負債合計 41,272 53,009

固定負債   

長期借入金 1,877 1,513

退職給付引当金 1,574 1,675

役員退職慰労引当金 － 610

環境対策引当金 220 220

長期未払金 588 －

その他 0 0

固定負債合計 4,260 4,019

負債合計 45,533 57,028

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,479 4,479

資本剰余金 4,809 4,810

利益剰余金 31,460 32,578

自己株式 △626 △619

株主資本合計 40,124 41,248

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 262 488

為替換算調整勘定 21 26

評価・換算差額等合計 283 515

少数株主持分 70 80

純資産合計 40,478 41,844

負債純資産合計 86,011 98,873
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

完成工事高 79,174 71,836

完成工事原価 70,350 65,129

完成工事総利益 8,824 6,707

販売費及び一般管理費 7,520 7,114

営業利益又は営業損失（△） 1,304 △407

営業外収益   

受取利息 23 17

受取配当金 111 119

受取保険料 15 151

その他 35 31

営業外収益合計 186 318

営業外費用   

支払利息 118 122

支払保証料 14 7

為替差損 11 122

その他 0 12

営業外費用合計 145 264

経常利益又は経常損失（△） 1,345 △353

特別利益   

固定資産売却益 0 1

投資有価証券売却益 － 48

貸倒引当金戻入額 96 178

特別利益合計 96 228

特別損失   

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 7 0

投資有価証券評価損 57 102

持分変動損失 54 －

特別損失合計 119 102

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,323 △226

法人税、住民税及び事業税 69 80

法人税等調整額 777 104

法人税等合計 846 185

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △412

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0 △9

四半期純利益又は四半期純損失（△） 476 △402

ダイダン株式会社（1980）平成23年３月期　第３四半期決算短信

- 6 -



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

1,323 △226

減価償却費 276 329

貸倒引当金の増減額（△は減少） △113 △178

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△は
減少）

54 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） － △71

受取利息及び受取配当金 △135 △136

支払利息 118 122

投資有価証券評価損益（△は益） 57 102

投資有価証券売却損益（△は益） － △48

固定資産売却損益（△は益） △0 △1

固定資産除却損 7 0

持分変動損益（△は益） 54 －

売上債権の増減額（△は増加） 7,601 6,019

未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,280 △349

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,525 233

その他の固定資産の増減額（△は増加） － △412

仕入債務の増減額（△は減少） △6,977 △9,950

未成工事受入金の増減額（△は減少） 760 892

その他の流動負債の増減額（△は減少） △889 △1,451

その他の固定負債の増減額（△は減少） － △50

小計 △667 △5,178

利息及び配当金の受取額 134 136

利息の支払額 △105 △121

法人税等の支払額 △1,415 △1,455

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,054 △6,618

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △50 △49

有価証券の売却及び償還による収入 50 49

有形固定資産の取得による支出 △190 △123

有形固定資産の売却による収入 1 3

投資有価証券の取得による支出 △5 △404

投資有価証券の売却及び償還による収入 2 150

関係会社株式の売却による収入 22 －

貸付けによる支出 △21 －

貸付金の回収による収入 31 7

その他の支出 △479 △198

その他の収入 40 231

投資活動によるキャッシュ・フロー △597 △333
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 14,630 27,430

短期借入金の返済による支出 △15,630 △27,880

長期借入れによる収入 950 1,950

長期借入金の返済による支出 △1,642 △1,582

自己株式の取得による支出 △5 △8

自己株式の売却による収入 0 1

少数株主からの払込みによる収入 11 －

配当金の支払額 △849 △715

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,535 △804

現金及び現金同等物に係る換算差額 31 △57

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,156 △7,813

現金及び現金同等物の期首残高 28,653 29,936

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,496 22,122
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 該当事項はありません。 

  

  

 利益剰余金の主な減少要因は、利益剰余金からの配当を平成22年６月に357百万円、平成22年12月に357百万円行

ったことによるものです。 

  

  

 部門別受注工事高・完成工事高・繰越工事高（連結） 

 （単位：百万円）  

   

  

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）その他の情報

  

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間  前連結会計年度  

（自平成21年４月１日   

   至平成21年12月31日） 

（自平成22年４月１日   

  至平成22年12月31日） 

（自平成21年４月１日 

   至平成22年３月31日）

金 額 構成比％ 金 額 構成比％ 金 額 ％ 

受

注

工

事

高 

電 気 工 事  16,830  19.5  13,533  17.5  21,450  18.6

空 調 工 事  54,252  63.0  46,922  60.6  72,220  62.5

水道衛生工事  15,095  17.5  16,917  21.9  21,850  18.9

合 計  86,178  100.0  77,373  100.0  115,521  100.0

(リニューアル工事)  37,992  44.1  39,242  50.7  50,554  43.8

( 海  外  工  事 )  6,619  7.7  2,052  2.7  7,161  6.2

完

成

工

事

高 

電 気 工 事  14,216  18.0  13,418  18.7  21,450  18.4

空 調 工 事  45,485  57.5  42,883  59.7  67,057  57.7

水道衛生工事  19,472  24.5  15,534  21.6  27,767  23.9

合 計  79,174  100.0  71,836  100.0  116,275  100.0

(リニューアル工事)  32,345  40.9  32,880  45.8  50,329  43.3

( 海  外  工  事 )  2,817  3.6  3,436  4.8  3,834  3.3

繰

越

工

事

高 

電 気 工 事  12,236  13.5  9,737  11.0  9,622  11.6

空 調 工 事  59,919  65.9  60,354  68.1  56,315  67.8

水道衛生工事  18,657  20.6  18,500  20.9  17,117  20.6

合 計  90,813  100.0  88,592  100.0  83,055  100.0

(リニューアル工事)  21,575  23.8  22,420  25.3  16,153  19.5

( 海  外  工  事 )  5,401  6.0  3,543  4.0  4,927  5.9
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